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他科の先生に
知って欲しい 精神科編⑦

慢性期統合失調症

 岡山県精神科医療センター　松　田　文　子

　統合失調症は、その名の通り、自身の感覚や思考、感情のまとまり、ひい
ては“自分は他者と区別される固有の存在である”という個としてのまとま
りまでもが崩れてしまい、多彩な症状を呈する疾患です。おそらく真っ先に
思い浮かぶのは、幻聴や妄想、滅裂思考、思考吹入や思考奪取、自我漏洩体験、
作為体験といった、陽性症状（通常はないものが現れる症状）ではないでしょ
うか。奇異で目を引きやすい症状ですが、各種抗精神病薬は、この陽性症状
をターゲットにしており、薬物治療で改善する可能性のある症状とも言えま

す。
　一方、感覚鈍麻、感情の平板化、自閉、意欲や認知機能の低下等、地味で目立たない陰性症状（通
常あったものが失われる症状）については、著効する薬物がありません。日常生活や社会的活動
がリハビリとなりますが、自閉や意欲低下などの症状そのものがリハビリの妨げとなるため、回
復は難しく時間もかかります。その回復途上の間、些細なストレスや服薬中断をきっかけに陽性
症状が再燃することも多く、再燃を繰り返す度に陽性症状・陰性症状ともに回復しにくくなり慢
性化していきます。
　慢性期統合失調症というと、ブツブツと独語をしている姿や支離滅裂な会話がイメージされ、
その独特の世界観に近寄りがたい印象を抱いてしまう先生方も多いのではないでしょうか。実際、
彼らが精神科以外の科を受診すると、「うちではとても診られません」と診察前に断られたり、
必要な検査もされないまま「精神的な問題でしょう」と帰されたりする例も少なからず存在しま
す。しかし本当に怖いのは、一見派手な陽性症状ではなく、陰性症状によって重大な身体疾患が
覆い隠されてしまう可能性があることに他なりません。私がこれまでにヒヤリとさせられたケー
スをいくつか紹介したいと思います。
　• 糖尿病があり、内科にも通院中のＡさん。指示通りにインスリンが打てず、血糖は上昇傾向

であった。ある日の外来でいつもとは別人のように険しい表情で被害妄想を訴えたため、薬
剤調整を行い帰宅。その数日後、糖尿病性ケトアシドーシスで救急搬送された。

　• 長期入院中のＢさん。いつもより何となく不穏な状態が数日続いたある日、背中に10×５セ
ンチ大の膨隆を発見した。本人は何が起こったか説明できず、「痛くない」と答えたが、画
像検査で肋骨骨折と血腫が見つかり、整形外科を受診した。

　• 長期入院中のＣさん。いつもより少し妄想が活発になっているように見えた翌日、「腹が痛い。
便秘だから浣腸して！」と訴え不穏となった。その後発熱も見られたため精査したところ、
急性虫垂炎による腹膜炎が判明し、総合病院へ救急搬送され緊急手術を受けた。

　このように、身体の不具合を言葉でなく精神病症状の増悪という形で表現する方が非常に多く、
また、骨折や腹膜炎があったとしても便秘や風邪の時と表現形がそう変わらない等、見た目では
重症度が判断しにくいという特徴もあります。元々、陰性症状や向精神薬の影響で心血管系や代
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会員の声 （郡市等医師会から）

PET三昧な日々
 岡山画像診断センター　加　地　充　昌

　深夜２時、私の耳元でナアーナアーと鳴く声がする。飼い猫の
ノア（右写真）である。
　真備水害の保護猫で殺処分を免れて、我が家にやって来た。家内
が知人に頼まれて引き取ったのだが、私は反対していた。来た当初は、
馴染まず怯えていたが、もはや２階の主である。私を起こす目的は
餌である。何故かというと餌をねだりに２階を練り歩くが、私しか
起きないからだ。眠い目をこすりこすり、餌皿に行くと、きちっと座っ
て待っているお利口さんである。しかーし、２時間もすると再び餌
をねだる。さらには、うんちもしてくれるので毎日寝不足となって
いる。けれども、帰宅後、風呂から出てベッドに行くとどこからと
もなく現れ、私にナデナデをねだるので可愛くて仕方がない。おしっ
こやうんちで粗相をすることはないが、ときおり毛玉が詰まるらしく所かまわず吐くのが難点で
ある。但し、階下に降りることは滅多にない。それは２匹の犬が１階でうろついているからである。

　愛犬のゆめ（オスです）（左写真の左）は、２歳３カ月のフレンチ
ブルドッグで、２年前私が犬を飼いたいので、松山市のブリーダー
から家族の許可もなく譲り受けた。ブリーダー宅に行った時、２匹
の子犬がいたが当初、目的としていた子犬ではないほうを選択した。
それは、餌を食べるのがとても遠慮がちということと私の手を舐め
てくれたからである。松山から３時間かけ、岡山まで連れ帰ったが、
鳴くこともなくとても大人しく可愛かった。初めて犬を飼うので分
からないことばかりであったが、餌アレルギーが酷く耳をよく掻い
ており、様々なドッグフードを試したが、結局はアレルギー用の小
麦のドライフードと家内が作る肉と芋の手作りご飯に落ち着いてい
る。鼻が短いのでいびきが酷いし、おならもくさいが、朝のお見送

りと帰宅時のお出迎えは欠かさない家族で一番の人気ものである。生後８カ月のキャバリア・キ
ング・チャールズ・スパニエルのハル（同右）は、めだかの水草を買いに行ったペットショップ
で妻が一目惚れし、家族の一員となった子犬で、とても元気でよく吠え走り回る。「とてもおと
なしくて飼いやすいですよ」と言われたのだが、嘘のようでわんぱくぶりを発揮、いつも家族の
スリッパを奪っては分解に勤しむ。ゆめは性格が天然で、おとなしく滅多に吠えないのに対し、
ハルは常にこちらの顔色を窺って行動しているお利口さんであるが、内弁慶でよその犬には尻尾
を巻いて腰を抜かす。
　岡山画像診断センターも開院して15年を経過、PET検査も最近では犬猫の検査ですかとか言わ
れることは少なくなった。私は、家では３匹のpetと岡山画像診断センターではPET画像と毎日
奮闘中である。
　ペットたちは、とても可愛い我が家の一員である。動物虐待や殺処分の報道があるたびに悲し
い気分になる。このようなことが無くなるように家族ともども切に願うばかりである。
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岡山県医師会認定生涯教育講座（９・10月分）
http://www.okayama.med.or.jp/lle/app/kouza

９月の予定
15 火 •都窪医師会学術講演会

• 令和２年度　かかりつけ医のための特定
疾患・指定難病研修会

•肺がん読影研究会
16 水 •浅口医師会生涯教育研修会

•玉島南部医師懇談会（玉南医懇）
17 木 • 第143回岡山旭東病院地域連携カンファレ

ンス
•Web講演会「第８回津山脂質セミナー」
•（※延期になりました）
　第22回岡山県西部地区産婦人科研究会
•第26回岡山性感染症研究会 WEBセミナー
•真庭市医師会胃がんABC検診講演会
• 岡山済生会総合病院　第101回病診連携研

修会
18 金 • 令和２年度　かかりつけ医のための特定

疾患・指定難病研修会
•第２回岡山市医師会研修会

19 土
20 ㊐ 母体保護法指定医師研修会
21 ㊊
22 ㊋
23 水 •美作医会学術講演会

•消化管精検研究会・消化管検診研究会
•御津医師会学術講演会

24 木 •（※延期になりました）
　 第22回OKAYAMAリウマチネットワーク

研究会
•主治医意見書研修会
•真庭市医師会学術講演会

25 金 •北児島医師会講演会
•第434回岡山市医師会内科医会

26 土「救急の日」講演会
27 ㊐
28 月
29 火 第260回岡山市医師会循環器疾患研究会
30 水

10月の予定
１ 木
２ 金 令和２年度　病院勤務の医療従事者向け認

知症対応力向上研修会
３ 土
４ ㊐
５ 月
６ 火

７ 水
８ 木 •第548回児島臨床医の集い

• 岡山病診連携セミナー　～パーキンソン
病　排便・排尿に関する諸問題～

•岡山県精神神経科診療所協会学術講演会
９ 金 •循環器・消化器疾患フォーラム

•第21回岡山認知症研究会
•北児島医師会学術講演会

10 土
11 ㊐ • 岡山県保険医協会　第320回プライマリケ

ア懇話会
•岡山県小児科医会学術講演会

12 月
13 火 慢性心不全治療の可能性
14 水 新見医師会学術講演会
15 木 真庭市医師会学術講演会（WEB講演会)
16 金 • 岡山県西部地区産婦人科研究会産婦人科

研修会
•第３回岡山市医師会研修会

17 土
18 ㊐
19 月
20 火
21 水 •健康寿命延伸講演会

• 第434回岡山市医師会内科医会、岡山市医
師会皮膚科・泌尿器科専門医会

22 木 • 第148回岡山旭東病院 地域連携カンファ
レンス

• 真庭市医師会学術講演会（WEB講演会併
用）

•北児島医師会オンライン学術講演会
23 金 •Online Symposium 岡山糖尿病治療勉強会

• 岡山市医師会・岡山市内医師会連合会災
害救急医療研修会

24 土
25 ㊐ 第24回岡山県肝炎医療従事者研修会
26 月
27 火 •第44回岡山生活習慣病懇話会（WEB配信）

• 循環器・消化器Joint Seminar in 岡山
　～抗血栓療法の合併症を考える～

28 水 •和気医師会学術講演会（+Web配信）
•夜間多尿Webカンファレンス

29 木 •第９回倉敷運動器疼痛研究会
•御津医師会Online学術講演会

30 金
31 土 令和２年度岡山県警察協力医会特別講演会
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謝系の異常を来たしやすい背景もあるため、彼らが体調不良を訴えた時はもちろん、「何となく
いつもと違う」時には、丁寧に身体診察や検査を行うことが大切だと日々痛感しています。滅裂
であっても不思議と身体診察には前向きで、診察には穏やかに応じられますし、検査にも協力し
てくれることがほとんどです。何が起こっているかを把握し表現できない分、感じている不安も
人一倍大きく、診察を受けることで少し安心できるのかもしれません。
　「陰性症状」と言ってしまえばそれまでですが、体調が悪くてもうまく伝えられず、内的な混
乱として体験し苦しんでいる患者さん達の姿に健気さを感じるのは私だけでしょうか。もし慢性
期統合失調症の方が体調不良を訴えて先生方の元を訪れることが出来た際には、「良く来てくれ
たね」と迎えて頂き、陽性症状の裏に隠された、彼らが本当に困っていることを探って頂けまし
たら幸いです。

村山正則
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